























【症 例】 65歳女性.【現病歴】 右乳房腫瘤を自覚し,
前医受診.US・MRIで乳癌が疑われ,当院紹介受診となっ





















小松 恵?，永井 成勲?，高井 健?
久保 和之?，戸塚 勝理?，林 祐二?


























































牧口 貴哉?，堀口 淳?，中村 英玄?
辻本 賢樹?，高他 大輔?，長岡 りん?
藤井 孝明?，佐藤亜矢子?，時庭 英彰?
矢島 玲奈?，樋口 徹?，尾林紗弥香?



















































大庭 章?，板垣 佳苗?，植松 静香?
藤澤 知巳?，宮本 健志?，森下亜希子?
柳田 康弘?
（１ 群馬県立がんセンター
がん相談支援センター・精神腫瘍科）
（２ 同 乳腺科）
【目 的】 国のがん対策推進基本計画ではこころのケアの
充実が謳われており,臨床心理士はその一翼を担っている.
本研究の目的は,群馬県立がんセンターにおける臨床心理
士による乳がん患者への心理ケアの実施状況を明らかにす
ることである.【方 法】 平成26年度の臨床心理士によ
る心理ケアのデータを後方視的に解析する.【結 果】
新規依頼241名 (平均63歳)のうち乳腺科は35名 (平均
53歳)だった.病期はStage?～?がそれぞれ4名,9名,5
名,7名,再発が10名.精神科診断は,なしが21名,適応障
害が13名,その他が1名だった.【考 察】 臨床心理士
による乳がん患者への心理ケアは,幅広い病期のやや若い
患者に,精神症状があまり強くない段階から実施されてい
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